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3 三重県自転車活用推進計画(仮称) (骨子案)について

1 目的

自転車活用推進法の考え方や国の自転車活用推進計画の内容をふまえ、三重県で

は、県民も来訪者も自転車を安全で快適に利用できる環境づくりをめざします。

2 計画期間

令和2年度から令和5年度までの4か年計1函

3 現状と課題

( 1 )観光地域づくり

千葉県銚子市から和歌山県和歌山市までを結ぶ延長約 1，400kmの自転車道構

想、である太平洋岸自転車道が、本県の鳥羽市から紀宝町において指定されており、

今後、ナショナルサイクルルートへの指定をめさやし、さらなる自転車走行空間の

整備等を進めるとともに、その活用が期待されます。

また、トレッキング、カヌー、自転車などにより、豊かな自然等を体感しなが

ら旅をするジャパンエコトラックに「伊勢熊野Jエリアが登録されています。さ

らに、国立公園の美しい自然を生かし、より上質な体験を提供することにより世

界水準のナショナルパークへと改革していく国立公園満喫プロジェクトの先導

的モデルに伊勢志摩国立公園が選定されているととから、自転車活用の推進や自

転車利用者の受入環境の整備を図る必要があります。

(2 )スポーツの振興・健康づくり

本県では、国際自転車競技連合が公認する自転車レースとして、「ツアー・オ

ブ・ジャパンいなべJや「ツール・ド・熊野」、公益財団法人日本自転車競技連

盟が主管する「全国ジュニア自転車競技大会」などが実施されている中、こうし

たサイクルスポーツイベント等のさらなる認知度向上を図る必要があります。

また、これらの大会のレガシーを活用して、競技人口の拡大や競技力の向上等

を図る必要があります。

「第2次三重県スポーツ推進計画]に掲げる「成人の遇 i回以上の運動・スポ

ーツ実施率Jの向上にむけ、取組を進めていく必要があります。

( 3 )自転車活用にかかる環境整備

全国に比べ、本県の通勤・通学による自転車の移動率が低い状況となっており、

その向上を図る必要があります。

安全で快適な自転車道行空間の整備を呂的とする自転車ネットワーク計画の

策定が、県内市町ではあまり進んでいないことから、市町自転車活用推進計闘と

ともにその策定を推進する必要があります。

MaaS等におけるシェアサイクルの導入を促進させる必要があります。



(4 )事故のない安全・安心の推進

本県の人身事故総数に占める自転車関連人身事故の割合は、過去5年間横ばい

で、死亡事故件数も毎年 10件以上発生している ζとから、自転車事故の減少に

向けた取組を推進する必要があります。

4 取組の骨子

( 1 )自転車を活用した地域の魅力づくり

~観光客等来訪者の自転車活用の促進~

施策1 太平洋岸自転車道等の魅力的なザイクリング環境の創出を悶ります。

施策 2 MaaSを活用した自転車活用の推進を図ります。

施策3 公共交通機関との連携により自転車活用の促進を図ります。

施策4 関係機関と連携し、自転車活用に関する情報発信を行います。

(2 )サイクルスポーツの振興等による健康づくり

~サイクルスポーツの普及と健康のための自転車利用の拡大~

施策 1 サイクルスポーツイベント等の情報発信、自転車利用の普及促進・

啓発活動を実施します。

施策 2 自転車を活用した健康づくりの啓発や三重とこわか健康マイレージ

事業の推進を実施します。

施策3 大規模スポーツ大会のレガシーを活用して、自転車を通じたまちづく

りを推進する市町を支援するとともに、競技人口の拡大や競技力の

向上を図ります。

( 3 )自転車を安全に安心して利用できるまちづくり

~安全安心な自転車利用のための環境整備~

施策 1 自転車の安全利用を促進するため、自転車通行空間の整備や自転車

利用者に対する啓発活動等を実施します。

施策Z 自転車を含む交通安全教育を推進するため、交通安全教室の開催等を

推進します。

施策 3 災害時における自転車の活用等に関する国の方針を踏まえ、対応を

行います。

5 計画の推進体制等

(1)関係部局が施策を実施し、交通政策課が進捗管理、結果公表を行います。

(2 )サイクルスポーツやサイクルツーリズムを推進する市町と協議会等を立ち上げ、

定期的に意見交換を実施し、施策をブラッシュアップします。

( 3 )閣の自転車活用推進計画の見直LdJ:どをふまえ、必要に応じ計画の見直しを

行います。
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6 検討の進め方およびスケジュール

(1)検討の進め方

三重県自転車活用推進計画(仮称)策定にあたっては、有識者等で構成する三

重県自転車活用推進計画(仮称)検討会議を設置し、ご意見をいただくとともに、

県議会、市町ならびに県民から幅広く意見をいただきながら策定作業を進めます。

(2 )スケジュール

令手口元年 10月38

1 1月下旬

1 2月上旬

1 2月下旬

令和2年 2月下旬

3月上旬

3月下旬

第 1回検討会議開催(骨子案)

第2回検討会議開催(素案)

総務地域連携常任委員会へ素案説明

パブリックコメントの実施

第 3回検討会議開催(最終案)

総務地域連携常任委員会へ最終案説明

計画公表





4 移住促進の取組について

移住の促進については、首都圏における移住に関する相談にワンストップで

対応する常設の窓口として開設した「ええととやんか三重移住相談センターJ

や大阪・名古屋での移住相談デスク、移住相談会等において、住まいや仕事など

移住希望者のニーズに応じた情報提供やきめ細かな相談対応を行っています。

令和元年4月から 8月末までの状況としては、 406件(前年同期 478件)の移

住相談があり、空き家パンクなど県および、市町の施策を利用した県外からの移

住者数は、 110人(前年同期 143人)となっています。

1 令和元年度の主な取組

20代 30代の移住相談者の中には、起業・創業など仕事を通じた自己実現を護

視している人も多いことから、今年度は特に、自己実現を重視する若者と地域

がつながるきっかけづくりに取り組んでいます。

また、移住棺談者は、就職や住まいに関する具体的な情報へのニーズが高いこ

とから、県内中小企業等の就職の情報を提供するとともに、空き家パンクなど

空き家の利活用に取り組む市町を支援します。

( 1) rチャレンジ×ローカル×ジョブ」地域とはぐくむしごとづくり講座 in三

重の実施

移住に関心のある首都圏の若者が地域の現状を知ったうえで課題解決のた

めのプランを提案する場をつくる乙となどにより、仕事を通じた自己実現を

重視する若者と地域がつながるきっかけづくりに取り組んでいます。

(地域は鳥羽市石鏡町、熊野市新鹿町)

①キックオフ説明会 (7月25日(木)) 

地方への移住に関心のある首都閣の若者を対象に、事業への参加者を募

集しました。(参加者 20人)

②スタートアップゼミ(鳥羽市9月5日(木)、熊野市9月 19日(木)) 

事業の参加者に向け、地域の課題を説明し、現地に入るメンバーを決め

ました。(鳥羽市参加者 15入、熊野市参加者:17人)

<今後の予定>

宣車坦7~二止丘豆二2
事業に参加した若者が現地を訪れ、地域の人と交流し、地域の課題や現状

を知り、課題解決に向けたプランを検討します。

鳥羽市石鏡町:令和元年 10月 12日(土)~ 13日(日)

熊野市新鹿町:令和元年 10月初日(土) ~27 日(日)

金主ユニ主食毘援旦亙旦主主JlL且立旦」主u
フィールドワークでの経験や情報を他のメンバーに伝え、課題解決に向

けたプランの検討を深めます。
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@企画発表会(プレ発表:12月8日(日)、本発表:令和 2年 1月中旬}

プランの内容を発表し、参加者からアドバイスをもらい、本発表に向け磨

き上げていく場としてプレ発表会(東京)を開催します。

本発表(三重)は、地域でプランの内容を発表し、移住に向けて地域の人

との継続的なつながりを築いていきます。

(2)移住支援事業の実施

東京 23区(在住者または通勤者)から三重県に移住し、雇用経済部が構築

する就職のマッチシグサイトを通じて就業した方に、市町と連携し移住に要

する費用を給付します。

支給金額:単身 60万円、世帯 100万円

<今後の予定>

10月中旬:求人情報を掲載するマッチングサイトの運用開始

移住相談窓口でマッチングサイトや移住支援金の情報提供

2月以降・移住・就職後3カ月を経過した対象者から申請可能

(3)民間団体と連携した空き家の利活用を通じた移住の促進

空き家の手IJ活用の推進に係る協定を締結した「一般社団法人全国空き家パ

ンク推進機構(通称ZAB)J と連携し、主に市町を対象に、空き家の手IJ活用

や移住の促進に関する人材育成を目的とした研修会を県土整備部とともに開

催しています。

第 1図令和元年8月 1日参加者:36人

テーマ 移住に繋がる空き家活用を考える

第2図令手口元年9月 13日 参加者:32人

テーマ わが街と住まいを創造するカ

<今後の予定>

第3回 令手口元年 11月

第4回令和 2年 1月

第5回令和 2年2月
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3 今後の取組

令和元年4月から 8月末までの状況として、 40代以下の移住者や家族構成が

「裁と未成年の子どもJの移住者が減少している乙とから、若い世代に向けた

取組が必要です。

また、移住後の生活基盤について、移住者・相談者いずれも「企業等への就職j

が最も多く、昨年度に比べても増加していることから、相談者に具体的な仕事

の情報を提供することが重要です。

ζ うしたととをふまえ、引き続き相談者のニーズに応じたきめ細かな梧談対

応を行っていくとともに、下半期については特に次のことに注力し取り組みま

す。

( 1 ) 40代以下の層や未成年の子どもを持つ層への情報発信

① 140代以下の層」や「未成年の子どもを持つ層j を対象にした県内市町の

支援制度の情報に、よりアクセスしやすくなるよう、移住交流ポータルサイ

ト「ええととやんか三重」を改修します。

②「地方での子育て」をテーマとした移住セミナーを 12月に東京で初めて開

催します。

(2 )相談者のニーズに応じた仕事の情報を提供

①ハローワークの情報などに加え、雇用経済部が 10月中旬に隠設するマッチ

ングサイトを活用し、これまで以上に具体的な仕事の情報を提供します。

②首都圏の相談で得た仕事にE号するこーズ(福利厚生面や休暇取得を重視し

ているととなど)を、雇用経済部を通じて企業とも共有し、格談者のニーズ

をふまえた仕事の情報を提供できるよう取り組みます。

③若者の関心の高い起業・創業をテーマにしたセミナーを開催します。
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5 三重とこわか国体・三重とこわか大会の開催準備について

三重ととわか国体(第 76回国民体育大会)・三重とこわか大会(第 21回障害者スポーツ

大会)の開催に向けて、県民の皆さんの参加により県民力を結集した大会となるよう、市

町や競技団体など関係者の協力を得ながら、次のような取組を行っています。

1 広報・とこわか運動の展開について

( 1 )広報・とこわか運動推進の考え方

岡大会を県民力を結集した大会にするためには、ボランティアや会場での観戦など、

さまざまな形での県民の皆さんの参加が必要となります。

そのため、これまでに、まずは開催の認知度を向上させ、次の段階として住んでい

るとζろでどのような競技が行われるかの理解を広め、さらには協力や参加につなげ

てい〈など、段階的に取組を進めてきたところです。

広報活動における約1.000名の方に対するアンケートにおいては、認知度について

一定の成果は出ているものの、さらなる認知度向上や理解を広げていくため、各段階

の取組を並行して実施し、雨大会に多くの方が参加し、オール三重で盛り上がるζと

をめざしています。

(2)認知度向上の取組

①ポスターの制作

3月 19日から 7月31日まで;両大会をPRするポスターデザインを募集したとと

ろ、過去5年間で公募を実施した4県で最も多い 259件の応募をいただきました。

応募されたデザインから、広報・県民運動専門委員会において最優秀賞1点と優秀

賞3点のデザイン案を選定したととろであり、今後、最優秀賞のデザインを基にポス

ターを制作していきます。

②ウェブ、サイト、 SNSを活用した広報活動

両大会の情報をわかりやすく迅速にお知らせするため、ウェブサイト Facebook、
Twi t t灯、 YouTubeを活用して、積極的に情報発信しています6

特にTwitterでは、マスコッドキャラグターの「と乙まる」がイベント等でリアル

タイムでつぶやき、臨場感を伝えられるよう工夫しています。

( 3 )競技などの理解を広める取組

①市町やスポーツチームと連携したPR活動

市町やスポーツチームと連携し、地域のお祭りやチームの試合などにおいて、各競

技のととまるの缶バッジ製作や、競技の体験などを行い、競技のPRを行っていま

す。なお、これらの実施にあたっては、平成 28年度から募集を開始した広報ボラン

ティアとー絡に行っており、令和元年8月31日現在で主主録人数 249名、延べ活動人

数776名に達しています。
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( 3 )ボランティアの確保について

同大会を支えていただくボランティアとしてたくさんの方に参加していただけるよ

う、ごれまで広報活動やとこわか運動の推進により参加意識の醸成を図ってきたとζ

ろです。

今後もあらゆる機会を通じて情報発信を行っていくほか、 ζれまで広報ボランティ

アやスポーツ応援隊として活動していただいている方々への働きかけを行っていきま

す。

また、専門性を必要とする情報支援ボランティアや移動支援ボランティアについて

は、三重県聴覚障害者協会や三重ガイドヘルパ一連絡協議会等関係団体への働きかけ

を通じて募集を行っていきます。

なお、選手団サポートボランティアについても、県内の看護、福祉、教育系の大

学、専門学校等に対して、大会の開催趣旨を説明し、協力を依頼しているところであ

り、各校の担当者で構成する「養成協力候補校連絡会議j を活用して、当該ボランテ

イアの養成に努めてまいります。
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6 熊野古道世界遺産登録 15周年事業の取組状況について

1 関係団体と連携した 15周年 PR活動等

熊野古道世界遺産登録 15周年を迎え、 15周年事業を盛り上げてい

くため 15周年事業実行委員会を昨年末に設立し、市町や関係団体と連

携しながらさまざまな取組を行っています(参加団体数 206図体: 9 
月 19日現在)。

( 1 )熊野古道ウィーク

[0月初日(土)から 11月 17B (日)までの期間を「熊野古道

ウィーク Jと定め、市町や関係団体が、熊野古道に関する企画展やシ

ンポジウム、ウォーキングイベント等を各地で集中的'に開催し、 15
周年を盛り上げていきます。

県では、との期間中、事業者と連携し、名古屋から熊野古道伊勢

路、松阪から熊野古道伊勢路へのアクセス向上を図ります。

① 熊野古道伊勢路切符

名古屋から馬越峠、松本峠へのアクセスが便利な特典付往復高速

パス乗車券を販売します。

② 熊野古道ラインフリーきっぷ

松阪からツヅラト i峠、!馬越I峰、松本峠や鬼ケ城、花の窟等へのア

クセスが便利な熊野古道沿線区間をパスで 2日間自由に乗り降

りできる特典付周遊きっぷを設定します。

( 2 )熊野吉道伊勢路一斉保全活動、

15周年を記念し、初めての取組として、 [0月 19日(こりにツヅ

ラト峠、始神峠、馬越峠、松本l峠など[2の峠等で、地元の保全団体

と一般ボランティアが参加して「熊野古道伊勢路一斉保全活動Jを

実施します。

( 3 )熊野古道伊勢路図絵(改訂版〕の発行

株式会社 NTTドコモ東海支社に支援をいただき、市町や保全国体

等関係団体の協力を得て、改訂版「熊野古道伊勢路図絵一令和の熊

野詣」を発行しました。

図絵は、熊野古道センタ一等で熊野古道を歩く方に無料で配布し

ています。
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( 4 )フィナーレイベント rKUMANOKODO FestaJ 

15周年事業の集大成となるフィナーレイベントを開催し、 20周年

につなげていきます。

-日時:令和元年 12月 22日(白) (予定)

.場所.熊野市文化交流センター

-内容:地域の人々と子どもたちが一緒に「次に伝えたい熊野古

道の価値j について考えます。

2 伝統文化の継承を目的とした次世代育成の取組

地域に古くから伝わる技術や生活に根ざした伝統文化などを継承

していくため、次t世代育成の取組を進めます。

( 1 )小中学生に向けた取組

東紀州地域の小学校高学年から中学生までの子どもたちが、地域

に古くから伝わる技術や生活に根差した伝統文化など東紀州の「本

物」に触れ、自分たちの住む地域に愛着と誇りを持つ契機となる「ば

りすごいで!世界遺産塾Jを実施しています。

① 第 1回「紀州i鉱山と入鹿鍛冶」

・日時:令和元年 8月 1日(木)

-場所熊野市紀和鉱山資料館、万鍛冶工房

・参加者:19名

-紀州鉱山や入鹿鍛冶の万剣に関する歴史の学習と鍛冶工房見学

② 第 2回「ウミガメの甲羅磨き」

-日時:令和元年 10月 5日(土)

.場所:紀宝町ウミガメ公園

-参加者:20名程度

・ウミガメの生態そ学びながら、エサやり体験と甲羅磨き体験

( 2 )高校生に向けた取組

東紀州i地域内の高校生が世界で認められた熊野吉道の価値や熊

野古道とその周辺の魅力を自ら発掘し、外国人等を対象に、地域を

巡るツアーを企画する「高校生JX i熊野古道J x rSDGsJ = 
「いざ!東紀州へJを実施します。

ツアーの企画にあたっては、地元高校生が語り部とともに熊野古

道を歩くなどして地域のさまざまな魅力を調べ、ツアーを企画する

ことを通して地域への理解を深め、地域への愛着心の醸成や地元へ

の定着へとつなげます。
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9月から、尾鷲高校と木本高校において、それぞれ高校生による

ツアー企爾の取組がスタートしています。

①英語による外国人向け熊野古道ツアー:尾鷲高校

②写真好きのための熊野古道ツアー(仮):木本高校

3 広域での連携による国内外からの誘客に向けた取組

( 1 ) r紀伊山地の霊場と参詣道」世界遺産登録 15周年記念シンポジウ

ムの開催(担当県:三重県)

三重県、和歌山県、奈良県が連携し、首都圏においてインバウンド

を対象としている旅行事業者や込ディアを対象に、熊野古道の魅力

をPRするシンポジウムを開催します。

-日時:令手口元年 10月 23日 (水) 13 時 30 分~15時 40分

・場所:銀座フェニックスプラザ 2階 フェニックスホール

・対象:旅行事業者、メディア等

・内容 :0基調講演

「美しき日本を求めてj

[講師]アレックス・カ一氏一(東洋文学研究者)

Oトークセッション

「吉野・高野・熊野十伊勢 ~世界へつながる神秘の国~J

[出演者]三重県知事 鈴木英敬

奈良県副知事村田 崇氏

和歌山県知事仁坂吉伸氏

基調講演者 アレックス・カ一氏

( 2 )広織連携観光地域づくり実行委員会による情報発信

一般社団法人中部経済連合会等の 8者で構成する f広域連携観光

地域づくり実行委員会Jによるインバウンド向け情報発信を行って

います。今年度は、東紀州観光ルートを英語で紹介する記事と動画

を外国人向け日本紹介メディア fGaiiinPolJ、fJapanTodayJで 9

月 6Bから情報発信しています。

※広域連携観光地域づくり実行委員会

三重県、愛知県、岐阜県、名古屋市、(一社)長野県観光機構、

(一社)ツーリズムとよた、中部国際空港(株)、(一社)中部経

済連合会により、平成 30年 11月 27日に設立。
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8 三重県立熊野古道センターに係る指定管理候補者の選定過程の

状況について

三重県立熊野古道センターに係る新しい指定管理候補者を公正かっ適正に選

定するため、三重県立熊野古道センタ一条例等に基づき、外部の有識者等によ

る三重県立熊野古道センター指定管理者選定委員会(以下「選定委員会」とい

う。)を設置し、選定を進めています。

1 進捗状況

6月 10日 第 1回選定委員会(審査基準及び配点表の決定)

7 月 16 日 ~7 月 31 日 募集要項の配布

8月5日 現地説明会の開催

8 月 27 日 ~9 f1 3 臼 申請の受付

9月初日 第2回選定委員会(ヒアリング審査)

2 選定委員会における審査の透明性の確保

第 1回選定委員会は公開で行い、審査基準や配点、指定管理候補者の選定ま

でのスケジュール等について審議しました。

第 2回以降の選定委員会については、ヒアリング審査である ζ とから非公開

で行いますが、議事の概要をホームページに掲載し、審査の透明性の確保を図

ります。

3 選定委員(順不同・敬称略)

委員長 楼弁治男(皇皐館大学特別招勝教授)

委員長代理安井広伸(公認会計士)

委員 大西かおり(大杉谷自然学校長)

委員 野田隆代(株式会社TK' s代表取締役)

委員 筒井喜代美(公募委員)

4 申請の受付状況

次の 2回体から指定管理者の指定申請がありました。

-特定非営利活動法人熊野古道自然・歴史・文化ネットワーク

.NPO法人ECCOM
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5 今後の予定

( 1 )審査

10月 15日 第3回選定委員会(最終審査)開催予定。

県は、選定委員会の審査結果を踏まえ、指定管理候補者を選定します。

(2 )指定管理者の指定

令手口元年三重県議会定例会 11月定例月会議において、指定管理者の指定にか

かる議案を提出し、議会の議決を経て指定管理者を指定します。

(3 )協定締結

指定管理者の指定後から令和 2年 3月までの関に締結します。

(4)指定管理の開始

令和 2年4月1日
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